
８
月
２
日
、

練
馬
平
和
委
員

会
は
練
馬
区
総

務
よ
り
「
８
月

６
日
に
朝
霞
訓

練
場
射
場
で
実

施
さ
れ
る
実
弾

射
撃
が
中
止
に

な
っ
た
」
と
連

絡
を
受
け
た
。

練
馬
区
は
７

月
２
７
日
、
朝

霞
駐
屯
地
よ
り
８
月
の

一
か
月
分
の
実
弾
射
撃

な
ど
の
日
程
の
知
ら
せ

が
あ
り
、
８
月
６
日
午

前
に
実
弾
射
撃
実
施
を

確
認
し
た
。
そ
の
後
、

練
馬
平
和
委
員
会
は
朝

霞
駐
屯
地
へ
抗
議
、
練

馬
区
も
朝
霞
駐
屯
地
へ

中
止
要
請
を
し
た
。

左
下
は
８
月
１
日
の

練
馬
区
報
で
あ
る
。
区

は
毎
年
原
爆
の
日
や
終

戦
記
念
日
に
区
報
で
職

員
や
住
民
に
黙
祷
を
呼

び
か
け
て
い
る
。

住
民
や
練
馬
区
は
自

衛
隊
へ
向
け
た
願
い
が

か
な
え
ら
れ
感
謝
し
て

い
る
。

な
お
、
朝
霞
駐
屯
地

で
は
被
爆
３
世
の
隊
員

も
働
い
て
い
る
。

空
自
セ
ク
ハ
ラ

国
に
５
８
０
万
円

支
払
い
命
令

元

女
性
隊
員
が
全
面

勝
訴道

内
の
航
空
自
衛
隊

基
地
に
勤
務
し
て
い
た

元
自
衛
官
の
女
性
（
２

４
）
が
同
僚
の
男
性
隊

員
（
３
５
）
か
ら
わ
い

せ
つ
行
為
を
受
け
、
被

害
を
相
談
し
た
上
司
に

は
逆
に
退
職
を
強
要
さ

れ
た
と
し
て
、
国
に
約

１
１
０
０
万
円
の
損
害

賠
償
を
求
め
た
訴
訟
の

判
決
が
２
９
日
、
札
幌

地
裁
で
あ
っ
た
。
橋
詰

均
裁
判
長
は
女
性
の
請

求
を
ほ
ぼ
全
面
的
に
認

め
、
国
に
対
し
５
８
０

万
円
を
支
払
う
よ
う
命

じ
た
。
自
衛
隊
内
の
セ

ク
ハ
ラ
（
性
的
嫌
が
ら

せ
）
を
め
ぐ
る
訴
訟
で

国
の
責
任
が
認
め
ら
れ

る
の
は
異
例
。
（
北
海

道
新
聞
７
月
２
９
日
夕

刊
掲
載
）

★
原
告
の
コ
メ
ン
ト
★

「
素
晴
ら
し
い
判
決
で

と
て
も
嬉
し
い
。
私
は

３
年
３
ヶ
月
前
、
原
職

の
航
空
自
衛
官
と
し
て

提
訴
し
ま
し
た
。
未
だ

誰
も
歩
い
た
こ
と
の
無

い
道
を
歩
く
の
は
大
変

な
こ
と
で
す
。
立
ち
止

ま
り
そ
う
に
な
っ
た
時

に
は
、
こ
こ
に
い
る
弁

護
団
や
支
援
す
る
会
を

始
め
、
多
く
の
人
達
が

い
た
か
ら
こ
そ
、
今
日

の
判
決
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
自
衛

隊
に
お
い
て
も
人
権

が
保
障
さ
れ
る
方
向

に
大
き
く
変
わ
っ
て

欲
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。
私
を
支
え
て

く
れ
た
人
た
ち
に
最

上
級
の
感
謝
を
伝
え

た
い
と
思
い
ま
す
」

女
性
自
衛
官
の
人
権

裁
判
を
支
援
す
る
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

掲
載
。

朝
霞
訓
練
場
の

実
弾
訓
練
中
止

を
求
め
る

７
月
１
５
日
、
日

本
平
和
大
会
練
馬
実

行
委
員
会
は
防
衛
省

内
で
、
屋
外
実
弾
射

撃
訓
練
中
止
や
観
閲

式
（
１
０
月
２
４
日
）

に
お
け
る
航
空
機
の

低
空
飛
行
中
止
な
ど
を

求
め
て
交
渉
し
た
。

防
衛
省
は
航
空
機
の

低
空
飛
行
（
飛
ぶ
時
間

帯
な
ど
）
に
つ
い
て
は

周
辺
町
内
会
な
ど
へ
通

知
す
る
。
機
関
銃
の
弾

の
鉛
害
調
査
に
つ
い
て

は
自
治
体
よ
り
依
頼
が

あ
れ
ば
調
査
す
る
と
答

え
た
。

昨
年
１
月
琉
球
新
報

は
、
沖
縄
県
の
自
衛
隊

の
ト
ッ
プ
が
「
屋
内
射

場
は
雨
水
に
よ
る
鉛
汚

染
の
心
配
も
な
く
環
境

汚
染
へ
充
分
配
慮
」
と

報
じ
て
い
る
。
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( 1 )

住宅地にミサイルはいらない！
題字 ねなしかづら書

このチラシは自衛隊駐屯地周辺１，４００世帯に配布。

基地なくし住宅と緑を！

自衛隊による騒音など電話相談窓口

練馬区役所
電話：５９８４－２６００（総務係）
電話：３９９３－１１０１(夜間・祭日）
＊練馬区は住民の声を朝霞･練馬駐屯地へ確実に届けています。

◎いじめ･セクハラ◎首切られた◎残業代なし

労働相談ホットライン
労働組合へ入りたい人も 自 衛 官 も 歓 迎 ！

０１２０－３７８－０６０
東 京 地 評 / 東 京 労 働 相 談 セ ン タ ー

秘密 厳
守

相談 無
料

朝
霞
駐
屯
地

原
爆
の
日

実
弾
射
撃
断
念

！

【実弾射撃中止まで 道のり】
平成１８年８月９日：市民･議員･行政「原爆投下日

訓練自粛」駐屯地に申し入れ

空包訓練中止。

女性隊員１１時２分、黙祷！。

平成１９年８月６日：空包訓練が午後となる。

平成２０年 原爆の日に訓練該当無し。

平成２１年８月６日：訓練強行。実弾２０００発

から４００発に縮小。

平成２２年８月６日：練馬区の中止要請に朝霞駐屯

地は実弾訓練中止を発表。

（
読
売
）
空
自
セ
ク
ハ
ラ
訴
訟
、
国
に
５

８
０
万
支
払
い
命
令

（
毎
日
）
裁
判
：
空
自
で
女
性
隊
員
に
性

的
暴
行
と
退
職
強
要

札
幌
地
裁
が
認
定
、

国
に
５
８
０
万
円
賠
償
命
令

（
時
事
通
信
）
国
に
５
８
０
万
円
支
払
い

命
令
＝
わ
い
せ
つ
被
害
、
退
職
強
要
を
認

定

空
自
セ
ク
ハ
ラ
訴
訟

（
赤
旗
）
女
性
元
自
衛
官
が
勝
訴

札
幌

地
裁

基
地
内
の
性
的
暴
力
・
退
職
強
要

を
認
定

【
各
新
聞
の
タ
イ
ト
ル
】

弁護士などの記者会見



情報公開法で見た観閲式
陸上自衛隊朝霞訓練場(朝霞市･新座市）

燃費のよい乗用車だとリッター２０㎞走る.

戦車は２００メートルだという。が！？

戦車乗りの自衛官イワク！

「戦車はリッター５ｍだ」

戦車は急発進・急停車・急カーブが当たり前。

朝霞高校

朝霞第４小学校

栄小学校新座総合技術校

平成１９年度自衛隊記念日記念行事観閲式(10月28日）データー

訓練日・時間：10月1日～28日(２８日間） 午前５時～午後６時

合計３１３時間

車両２００両：戦車７０両 装輪車２２両 トラック等１０８両

訓練時間：戦車など 約１８１時間

装甲車など 約２２３時間

トラックなど約１７１時間

航空機６８機： ジェット機など１５機 ヘリコプター５３機

飛行時間：約３０分×５日間

高度：１２２メートル～３６６メートルｍ

ジェット燃料など：戦闘機など ６万２８８０リットル

ヘリコプター ５６万７９１２リットル

戦車など ２７万６６５０リットル

燃料合計 約９１万リットル（約１億７４００万円）
参加者：隊員１万人 観客２万８千人

資料：防衛省情報公開資料と自衛隊より練馬区へ提出された資料に基づく。

２
５
両
の
戦
車
群
が
す
さ
ま
じ
い
エ
ン

ジ
ン
音
と
キ
ャ
タ
ピ
ラ
音
の
轟
音
と
と
も

に
、
地
響
き
を
立
て
な
が
ら
・
・
速
度
４

０
キ
ロ
ジ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
か
ら
吐
き
出

さ
れ
た
黒
煙
は
会
場
を
覆
う

自
衛
隊
広
報
紙
（
あ
づ
ま
）
平
成
１
９
年

１
１
月
２
５
日
付
よ
り

観
閲
式
訓
練

自
衛
隊
機
騒
音
に
苦
情

読
売
新
聞
埼
玉
県
西
版
１
０
月
１
８
日
朝
刊

【
練
馬
区
に
電
話
ひ
っ
き
り
な
し
。
】

総
務
係:

電
話
口
で
も
相
手
の
声
が
か
き
消

さ
れ
る
ほ
ど
の
飛
行
機
の
音
が
聞
こ
え
る

市
民
の
声:

窓
ガ
ラ
ス
割
れ
そ
う
！
赤
ん

坊
や
年
寄
り
い
る
困
る
！
い
っ
た
い
な
ん

だ
情
報
提
供
せ
よ
！
家
が
揺
れ
る
！

【
戦
車
の
音
で
勉
強
に
な
ら
な
い
！
】
小

学
４
年
生
男
子
児
童:

算
数
の
時
間
の
時
、

先
生
も
う
る
さ
い
と
怒
っ
て
い
た
、
黒
板

も
震
え
て
字
が
か
け
な
か
っ
た
。

滑走路のような観閲式会場

公務員宿舎

実弾射撃場

新座墓苑

ヘリコプターは北から南へ編隊低空飛行

ミサイル基地


